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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
この研究では、植物研究において有用なマイクロセンシングデバイスの開発を目的としている。この論
文では、シンプルな構造および微細加工を用いた巧妙な作製方法で大量生産を実現する可能性を示し
ており、また、実際に微量サンプル中に挿入したり、直接植物に刺入してイオン濃度や酸素濃度が測定
できることを示している。実際に稲を用いた測定も行われ、イオン濃度の測定においては従来法（ICP 法）
による測定値との比較において良好な相関関係が得られている他、酸素濃度の測定においても予想され
る結果が得られている。 
本研究を開始するに際し、耐塩性植物を専門家としている名古屋大学生命農学研究科・近藤始彦教
授に、この分野でのニーズについて助言を得ている。近藤教授によれば、イネ等の内部のイオン濃度の
濃度の測定には、サンプル中からイオンを抽出して、ICP 法等の装置を用いてその濃度を測定する方法
が通常用いられている。しかし、これらの方法の問題点は、装置自体が高価であること、手法自体が破壊
的であること、サンプルの調整に手間と時間がかかることである。また、微小、微量サンプル中の変わりや
すい酸素濃度の測定を行う有効な方法がないとのことであった。微小なイオン電極、酸素電極も市販され
てはいるが、壊れやすく、非常に高価で、実験に用いることは現実的には難しい。本研究はこれらの問題
を解決し、植物研究に新たな手法を提供するもので、画期的である。今後、本研究が植物分野での新規
な発見、品種改良につながることを期待している。 
 
〔最終試験結果〕 
平成３０年２月９日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
